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日
本
統
治
期
台
湾
で
活
躍
し
た
日
本
人
画
家
と
し
て
、
石
川
欽き
ん

一い
ち

郎ろ
う

、
塩
月
桃と
う
ほ甫
（
本
名
・
善
吉
）、
立
石
鐵て
つ
お
み臣
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
と
い
う
の
も
、「
石
川
欽
一
郎
展
」
が
一
九
九
二
年
に
静
岡
県
立

美
術
館
で
、「
塩
月
桃
甫
展
」
が
二
〇
〇
一
年
に
宮
崎
県
立
美
術
館
で
、

「
立
石
鐵
臣
展
」
が
二
〇
一
五
年
（
東
京
銀
座
の
泰
明
画
廊
）
と
二
〇
一
六

年
（
府
中
市
美
術
館
）
に
開
催
さ
れ
た
か
ら
だ
。
な
か
で
も
府
中
市
美
術

館
で
の
「
立
石
鐵
臣
展
」
は
、
新
聞
各
紙
が
紹
介
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日

曜
美
術
館
」
で
の
放
映
も
あ
っ
て
、
日
を
追
う
ご
と
に
来
館
者
が
増
え
、

「
図
録
」
は
会
期
な
か
ば
で
完
売
と
な
る
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
「
立
石
鐵
臣
展
」
に
大
き
く
関
わ
っ
た
の
が
、
台
湾
美

術
評
論
家
の
森
美
根
子
氏
だ
っ
た
。
森
氏
は
、
日
本
統
治
時
代
台
湾
の

美
術
に
関
し
て
豊
富
な
知
識
を
有
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
台
湾
美
術
の

展
覧
会
企
画
で
も
活
躍
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

日
本
統
治
期
台
湾
で
の
日
本
人
画
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
術
運
動

河
原　

功

Book Review

　
　

◇

　

台
湾
で
は
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
美
術
に
関
す
る
研
究
が
進
ん
で
お

り
、
書
籍
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
容
易
に
入
手
で
き
る
も
の
だ

け
で
も
、
謝
里
法
『
日
據
時
代
台
灣
美
術
運
動
史
』（
藝
術
家
出
版
社
、

一
九
九
八
年
で
五
版
）、
李
欽
賢
『
臺
灣
美
術
歷
程
』（
自
立
晩
報
社
文
化

出
版
部
、一
九
九
二
年
）、顔
娟
英
編
著
『
台
灣
近
代
美
術
大
事
年
表
』（
雄

獅
図
書
、
一
九
九
八
年
）、
楊
孟
哲
『
日
治
時
代
台
灣
美
術
教
育
』（
前
衛

出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

で
は
日
本
人
の
手
に
な
る
台
湾
美
術
の
研
究
書
・
参
考
書
は
少
な
い
。

頼
り
に
な
る
の
は
森
美
根
子
氏
執
筆
の
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

森
氏
に
は
前
著
と
し
て
、『
台
湾
を
描
い
た
画
家
た
ち　

日
本
統
治

時
代
画
人
列
伝
』（
産
経
新
聞
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

台
湾
で
活
躍
し
た
美
術
家
二
一
名
（
日
本
人
は
石
川
欽
一
郎
、
塩
月
桃
甫
、

森　

美
根
子
著

日
本
統
治
時
代
台
湾

語
ら
れ
な
か
っ
た

日
本
人
画
家
た
ち
の
真
実
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立
石
鐵
臣
の
三
名
。
台
湾
人
は
黄
土
水
、
陳
澄
波
、
蘭
蔭
鼎
ら
一
八
名
）
を
紹

介
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

本
書
『
日
本
統
治
時
代
台
湾　

語
ら
れ
な
か
っ
た
日
本
人
画
家
た
ち

の
真
実
』
は
、
そ
の
延
長
線
で
の
二
作
目
で
あ
る
。
写
真
版
も
豊
富
で

あ
る
。
台
湾
近
代
美
術
と
深
く
関
わ
り
の
あ
っ
た
石
川
欽
一
郎
ら
の
日

本
人
画
家
、
台
湾
美
術
を
牽
引
し
て
き
た
台
湾
美
術
展
覧
会
（
い
わ
ゆ

る
「
台た
い

展て
ん

」、
一
九
二
七
―
一
九
三
六
年
の
一
〇
回
）
と
台
湾
総
督
府
展
覧

会
（
い
わ
ゆ
る
「
府ふ
て
ん展
」、
一
九
三
八
―
一
九
四
三
年
の
六
回
）、
そ
の
影
響

下
で
結
成
さ
れ
た
幾
つ
も
の
美
術
団
体
の
紹
介
が
中
心
と
な
る
。

　
　

◇

　

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。

第
一
章　

清
朝
芸
術
と
日
本
人
と
の
邂
逅

　
　
　
　

第
一
節　

清
朝
期
台
湾
の
美
術
（
書
画
）
事
情

　
　
　
　

第
二
節　

日
本
統
治
時
代
初
期　

日
本
人
と
台
湾
人
を
結
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

だ
漢
詩
と
南
画

第
二
章　

台
湾
近
代
美
術
の
礎
を
築
い
た
日
本
人
画
家

　
　
　
　

第
一
節　

伊
澤
修
二
が
推
進
し
た
図
画
教
育

　
　
　
　

第
二
節　

石
川
欽
一
郎
が
総
督
府
陸
軍
部
通
訳
官
と
し
て
台

　
　
　
　
　
　
　
　

湾
へ
赴
任

　
　
　
　

第
三
節　

郷
原
古
統
が
台
中
中
学
校
に
赴
任

　
　
　
　

第
四
節　

木
下
静
涯
が
イ
ン
ド
か
ら
台
湾
へ

　
　
　
　

第
五
節　

塩
月
桃
甫
が
台
北
一
中
に
赴
任

　
　
　
　

第
六
節　

石
川
欽
一
郎
が
台
北
師
範
学
校
に
赴
任

第
三
章　

台
湾
美
術
展
覧
会
誕
生
の
萌
芽

　
　
　
　

第
一
節　

山
本
鼎
の
自
由
画
教
育
運
動

　
　
　
　

第
二
節　

台
展
誕
生
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

第
四
章　

官
民
挙
げ
て
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

台
展
と
そ
の
実
情

　
　
　
　

第
一
節　

台
展
の
設
立
経
緯
「
同
郷
説
」
に
つ
い
て

　
　
　
　

第
二
節　

第
一
回
台
展
の
入
選
結
果　

早
く
も
浮
上
し
た
審

　
　
　
　
　
　
　
　

査
員
問
題

　
　
　
　

第
三
節　

台
展
の
出
品
作
に
風
景
画
が
多
い 

そ
の
理
由
と
は

　
　
　
　

第
四
節　

ロ
ー
カ
ル
・
カ
ラ
ー
そ
の
解
釈
を
巡
っ
て
―
ポ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
を
中
心
に
―

第
五
章　

台
展
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
そ
の
後
の
美
術
運
動

　
　
　
　

第
一
節　

台
展
発
足
以
降　

次
々
に
誕
生
し
た
美
術
団
体

　
　
　
　

第
二
節　

秀
逸
だ
っ
た
日
本
統
治
時
代
の
美
術
評
論

　
　
　
　

第
三
節　

独
立
美
術
展
開
催
と
そ
の
大
き
す
ぎ
る
波
紋

第
六
章　

戦
争
末
期
か
ら
戦
後
へ
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱

　
　
　
　

第
一
節　

戦
時
体
制
下
の
台
湾
美
術
界
―
戦
争
画
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
―

　
　
　
　

第
二
節　

皇
民
化
運
動
の
さ
な
か
雑
誌
『
民
俗
臺
灣
』
が
創

　
　
　
　
　
　
　
　

刊
さ
れ
る
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第
三
節　

日
本
人
画
家
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
後

資
料　
　

台
湾
美
術
展
覧
会（
台
展
）第
１
回
～
第
10
回
審
査
員
名
簿

　
　
　
　

台
湾
総
督
府
展
覧
会（
府
展
）第
１
回
～
第
６
回
審
査
員
名
簿

　
　
　
　

１
９
２
７
年
第
１
回
台
展
以
降
に
組
織
さ
れ
た
西
洋
画
の
主

　
　
　
　

た
る
研
究
会
と
美
術
団
体

　
　
　
　

１
９
２
７
年
第
１
回
台
展
以
降
に
組
織
さ
れ
た
東
洋
画
の
主

　
　
　
　

た
る
画
会
と
美
術
団
体

　
　
　
　

１
８
９
５
年
―
１
９
４
５
年
台
湾
に
渡
っ
た
日
本
の
美
術
家

　
　
　
　

た
ち

　

内
容
は
目
次
が
ほ
ぼ
説
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
補
足
程
度
に

し
た
い
。

　

第
二
章
で
森
氏
は
、
台
湾
近
代
美
術
の
礎
を
築
い
た
日
本
人
画
家
と

し
て
石
川
欽
一
郎
、
鄕ご

う

原ば
ら

古
統
、
木
下
静
涯
、
塩
月
桃
甫
の
四
名
を
挙

げ
て
い
る
。
四
名
は
「
台
展
」
や
「
府
展
」
で
審
査
員
を
務
め
、
台
湾

美
術
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
淡
水
を
拠
点
に
し
た
静
涯
は
教
職
に
就
か

な
か
っ
た
が
、
欽
一
郎
、
古
統
、
桃
甫
が
図
画
教
師
と
し
て
台
湾
で
の

美
術
家
を
多
数
育
成
し
た
功
績
は
大
き
い
。

　

こ
の
う
ち
、
台
北
高
等
学
校
創
立
と
と
も
に
同
校
の
図
画
教
師
と
な
っ

た
塩
月
桃
甫
は
、
台
湾
の
原
住
民
族
（
当
時
は「
高
砂
族
」
と
称
し
た
）
を

画
材
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
彼
が
毎
号
の
よ
う
に
描
い
た
学
友
会

誌
『
翔

し
ょ
う
ふ
う風
』（
１
）（

一
九
二
六
年
三
月
―
一
九
四
五
年
七
月
、
全
二
六
号
）
の
表
紙

絵
、
大
西
吉
壽
・
佐
山
融
吉
共
著
『
生せ

い

蕃ば
ん

傳
説
集
』（
杉
田
重
蔵
書
店
、

一
九
二
三
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
書
籍
装
幀
か
ら
は
、
台
湾
へ

の
熱
い
眼
差
し
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
的
に
は
、
こ
れ
ら

表
紙
絵
や
装
幀
に
つ
い
て
も
本
書
で
触
れ
て
欲
し
か
っ
た
。

　

第
三
章
と
第
四
章
は
「
台
展
」
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
台
展
の
設



『東方』449 号（2018 年 7 月）　　30

立
経
緯
の
考
証
に
始
ま
り
、
官
制
の
美
術
展
と
し
て
は
最
後
ま
で
東
洋

画
と
西
洋
画
の
二
分
野
し
か
な
か
っ
た
こ
と
、
第
一
回
台
展
で
名
だ
た

る
画
家
た
ち
を
落
選
さ
せ
た
こ
と
で
第
二
回
台
展
か
ら
は「
日
本
内
地
」

か
ら
大
物
級
の
画
家
を
審
査
員
と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
に
し
た
事
情
、

審
査
員
に
台
湾
人
が
起
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
出
品
作

品
の
傾
向
と
し
て
風
景
画
が
多
い
理
由
な
ど
に
触
れ
、
興
味
の
尽
き
る

こ
と
が
な
い
。
実
に
説
得
性
が
あ
る
。

　

第
五
章
は
台
展
を
契
機
と
し
て
台
湾
で
結
成
さ
れ
た
美
術
団
体
の
紹

介
、
と
り
わ
け
独
立
美
術
協
会
が
台
湾
美
術
の
向
上
に
果
た
し
た
役
割

の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
台
湾
で
も
美
術
へ
の
関

心
が
高
か
っ
た
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
良
質
の
美
術
評
論
が
多
く
あ
っ

た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

第
六
章
は
戦
時
下
の
台
湾
美
術
の
い
び
つ
さ
を
紹
介
す
る
も
の
だ
っ

た
。「
日
本
内
地
」
同
様
に
、
台
湾
在
住
の
日
本
人
画
家
も
ま
た
、
戦

時
体
制
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
戦
争
協
力
者
と

し
て
批
判
す
る
研
究
動
向
に
対
し
て
、
森
氏
は
反
論
す
る
。
美
術
を
愛

好
す
る
評
論
家
と
し
て
の
冷
静
か
つ
客
観
的
な
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
。
画
家
に
寄
り
添
っ
て
彼
ら
の
心
の
内
を
代
弁
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、森
氏
は
『
民
俗
臺
灣（

２
）』（

一
九
四
一
年
七
月
―
一
九
四
五
年
一
月
）

を
高
く
評
価
す
る
。
皇
民
化
運
動
で
失
わ
れ
て
い
く
台
湾
の
民
俗
を
記

録
と
し
て
残
す
べ
く
、
金か

な

関せ
き

丈
夫
（
台
北
帝
大
医
学
部
教
授
）
や
池
田
敏

雄
（
台
湾
総
督
府
情
報
部
嘱
託
）
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
で
、
総

督
府
の
皇
民
化
政
策
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の『
民
俗
臺
灣
』

を
皇
民
化
政
策
に
迎
合
す
る
雑
誌
と
評
価
す
る
研
究
者
が
い
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
も
森
氏
は
敢
然
と
反
論
す
る
。
立
石
鐵
臣
は『
民
俗
臺
灣
』

表
紙
絵
の
ほ
と
ん
ど
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
文
中
で
も
台
湾
民
俗
図

絵
を
多
く
残
し
て
好
評
を
博
し
た
。

　

こ
の
第
六
章
で
は
、
戦
時
下
の
台
湾
美
術
を
巡
る
問
題
の
深
さ
、
そ

れ
を
語
る
こ
と
の
難
し
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
立
石
同
様
に
雑
誌
の
表
紙
絵
や
書
籍
の
装
幀
を
手
掛

け
る
こ
と
の
多
か
っ
た
宮
田
弥
太
郎
（
宮
田
弥
太
朗
、
宮
田
晴
光
）
と

い
う
人
物
が
い
た
。
そ
の
宮
田
は
『
臺
灣
藝
術（

３
）
』（
一
九
四
〇
年
三
月
―

一
九
四
六
年
一
月
、
後
に
『
新
大
衆
』『
藝
華
』
と
改
題
）
の
表
紙
の
大
半
を

担
当
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
を
描
く
こ
と
で
華
麗
な
世
界
を
演
出
し

て
い
っ
た
宮
田
は
、
次
第
に
戦
時
色
に
染
ま
る
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。再
版
の
際
に
は
ぜ
ひ
宮
田
も
論
考
に
添
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

◇

　

本
書
の
後
半
に
は
資
料
五
点
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

台
展
や
府
展
の
「
審
査
員
名
簿
」
か
ら
は
、「
日
本
内
地
」
か
ら
招

聘
し
た
審
査
員
、
台
湾
美
術
界
の
中
心
人
物
、
台
湾
人
審
査
員
の
起
用

が
明
確
に
わ
か
る
。
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第
一
回
台
展
以
降
に
組
織
さ
れ
た
西
洋
画
や
東
洋
画
の
「
研
究
会
・

画
会
・
美
術
団
体
」
か
ら
は
、
台
湾
で
の
美
術
熱
の
高
揚
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
「
台
湾
に
渡
っ
た
日
本
の
美
術
家
た
ち
」
か
ら
は
、
川
島
理
一
郎
、

藤
島
武
二
、
松
林
桂
月
、
梅
原
龍
三
郎
、
小
澤
秋
成
、
石
川
寅
治
、
有

島
生
馬
、
岡
田
三
郎
助
、
竹
久
夢
二
、
吉
田
初
三
郎
、
伊
原
宇
三
郎
、

飯
田
實
雄
、
中
川
一
政
、
矢
崎
千
代
二
等
々
、
そ
の
人
数
の
多
さ
に
驚

か
さ
れ
る
。
日
本
人
美
術
家
に
と
っ
て
、
台
湾
が
画
材
の
対
象
と
し
て

魅
力
的
な
地
で
あ
り
、
自
己
の
作
品
を
展
覧
／
販
売
す
る
貴
重
な
地
で

あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
資
料
を
、
森
氏
は
『
台
湾
日
日
新
報
』『
大
阪
朝
日
新
聞
台

湾
版
』
な
ど
か
ら
丹
念
に
拾
い
上
げ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
詳
細
な
デ
ー

タ
は
労
作
で
あ
り
、
本
文
の
理
解
を
補
完
し
て
く
れ
る
の
で
あ
り
が
た

い
。

　
　

◇

　

本
書
は
、
多
方
面
か
ら
日
本
統
治
時
代
台
湾
の
日
本
人
画
家
を
、
そ

し
て
台
湾
美
術
界
の
動
向
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
日
の
当
る
こ
と

の
な
か
っ
た
台
湾
美
術
を
掘
り
起
こ
し
て
く
れ
た
森
美
根
子
氏
に
感
謝

し
た
い
。
そ
し
て
、
日
本
で
も
台
湾
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
、

台
湾
美
術
へ
の
研
究
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）　
『
翔
風
』
の
復
刻
版
は
南
天
書
局
（
台
湾
）
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　
『
民
俗
臺
灣
』
は
、
復
刻
版
が
台
湾
及
び
日
本
で
数
種
も
出
版
さ
れ
て

お
り
、
今
な
お
関
心
の
寄
せ
ら
れ
て
い
る
雑
誌
。
南
天
書
局
か
ら
の
復

刻
版
は
、
検
閲
で
削
除
さ
れ
た
記
事
、
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
ゲ
ラ
刷
り

（
一
九
四
五
年
二
月
）
を
も
含
み
、
解
題
や
索
引
も
充
実
し
て
い
る
。
印

刷
も
製
本
も
当
時
に
近
く
再
現
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　
『
臺
灣
藝
術
』
は
最
盛
期
に
は
四
万
部
も
発
行
さ
れ
た
月
刊
の
娯
楽
雑

誌
、
大
衆
雑
誌
。
大
衆
的
過
ぎ
て
読
み
捨
て
ら
れ
、
戦
争
協
力
の
色
彩

が
濃
厚
で
あ
っ
た
が
た
め
戦
後
す
ぐ
に
焼
却
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
現

存
は
極
め
て
少
な
い
。
拙
著
『『
臺
灣
藝
術
』
と
そ
の
時
代
』（
村
里
社
、

二
〇
一
七
年
）
で
詳
述
。

（
か
わ
は
ら
・
い
さ
お　

一
般
財
団
法
人
台
湾
協
会
）


